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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、建築物等の色彩や緑のコントロールによる景観形成だけではなく、
地域の環境、生計、主体（人とコミュニティ）を包括的にとらえ、変化しつつも持続する地域社会・環境を形成
する方策として、景観まちづくりを位置づけている。こうした広義の地域景観まちづくりの実践に役立つ、地域
景観の価値や資源の抽出手法、具体の空間デザインの進め方について、各地での実践を通して取り組んだ。また
「見た目」を超えた景観の意義についても論じた。

研究成果の概要（英文）：In this research, Regional landscape planning and design is considered that,
 it should be discussed and practiced not only from the viewpoint of architectural appearance or 
greenery, but also involving the local environment, livelihood and community, which is changing all 
the time while the essence remains consistent.
In order to develop a better methodology of such landscape planning and design, with the experience 
of various case studies, the methodology and tools for the extraction of the resource and value of 
local landscape, as well as a concrete framework of spatial design, are discussed in this thesis. 
Furthermore, the meaning and significance of viewing landscape beyond the visual images, is also 
discussed. 

研究分野： 景観計画・景観デザイン
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１．研究開始当初の背景 
2004 年に制定された景観に関する初の法制
度である景観法には、地域景観形成への期待
が寄せられていた。制定後、法に基づく景観
計画の策定が多くの自治体で進む一方、その
成果が新設建築物等の色彩コントロールな
どに限定されているという課題があった。こ
うした現状に対して、地域の持続的な景観ま
ちづくりの理論と手法の開発の必要性が求
められていた。特に地域が抱える諸課題に戦
略的に取り組むための実践手法が社会的に
必要とされていた。学術的には、景観分析な
どの個別評価手法の蓄積がある一方、それを
地域景観まちづくりの実践に生かすための
理論的枠組みや適用プロセスについての研
究が必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
上記の背景から、本研究課題では、①地域景
観認識の概念の再検討、②地域景観の価値、
景観資源の抽出と表現手法の提示、③これら
を用いた景観まちづくりの理論化と実践に
よる検証、を目指し、これらによって戦略的
地域景観まちづくりを環境（空間）と主体（社
会）を統合した実践として展開するためのフ
レームとツールを提示することを最終的な
目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究課題の特徴的な研究方法としては、研
究組織メンバーによる各地での実践を通し
た知見の獲得と検証がある。そこには被災地
の復興まちづくりへの関与も含む。こうした
実践を通して、地域景観資源の抽出等の地域
空間特性の分析手法の適用、有用性の検証を
行なった。あわせて地域の景観まちづくりの
そもそもの意義を環境と主体の関係から包
括的に捉えるための分野横断的議論を重ね、
最終年度にはシンポジウムという形で総括
した。 
 
４．研究成果 
最終的な目的に対して得られた研究成果と
それを支える個別の成果を以下にまとめる。
なお最終年度 2017 年 7 月に早稲田大学にて
開催した「地域の持続の形を考えるー千年を
生き続けた知恵を活かしふるさとの暮らし
を未来につなげるために」と題したシンポジ
ウムにて研究成果を公開、発信した。 
(1) 戦略的地域景観まちづくりのフレーム 
景観まちづくりをその対象と効果によって
整理した（図１）。こうした広がりのある景
観まちづくりに対して、多角的、多面的な活
動を捉える理論的フレームとして、環境、生
計、主体の３つの観点を得ることができた。
これは上記シンポジウムのセッションの題
目として、学際的な議論の場ともなり得るこ
とを示すことができた。 
 
  

図１ 景観まちづくりのひろがり 
 
(2) 地域景観の価値・資源の抽出手法 
地域景観特性の読み取り手法例としては、
HLC(Historic Landscape Characterization)
によって、必ずしも個別建造物の歴史性とし
て認識されていない地域環境の歴史性を分
析する手法の有用性を具体的な景観計画策
定のプロセスにおいて実証した。これは長野
県宮田村の景観計画においてHLCから浮かび
あがった time depth の深い４地区を、歴史
的保全区域として指定することができた（図
２）。また HLC は地図以外の古写真などの媒
体や、Space syntax 分析による Integration 
Value など他の指標と組み合わせることで、
地域特性をより丁寧に把握するための手法
となり得ることを示した。 

図２ 長野県宮田村景観計画におけるHLC分
析に基づいた歴史保全区域 

 
また主体によって認識された環境（空間）の
読み取り手法として、テキストを用いた分析
手法を被災地での地域認識、地域交通や観光
計画と連動した実践的な景観まちづくりへ
の展開するために、ブロクマイニング、テキ
ストマイニングの活用の有用性を提示した。 
また理論的フレームの一つの観点である生
計に関しては、特に田園風景、文化的景観の
議論において、社会環境変化への対応が重要
である。一例として新たな景観形成のモデル
化について、生産従事者（主体）の意向を内
包した提案として、コンパクトファームを検
討した（図３）。 
 



図３コンパクトファーム概念図 
 
(3) 具体的なデザインの実践 
景観まちづくりの実践においては、具体的な
空間、インフラのデザインがやはり重要であ
ることが確認され、その対象とデザインのプ
ロセスの特徴を取りまとめた。特に水辺のデ
ザインにおいては、防災上の観点からの整備
計画を地域の日常生活空間としての価値の
創出機会とするとともに、その実践プロセス
に地域資源、社会のインボルブメントを行な
った熊本市白川のデザイン実践において、優
れた成果を上げることができた（図４）。 

図４ 白川におけるデザインプロセス 
 
また岩手県、熊本県において被災地での復興
まちづくりを実践するなかから、地域資源の
再発見と再構築、その共有プロセスに対して
の知見を事例研究として蓄積した。並行して
こうした防災に関わる地域戦略としてのイ
ンフラ整備の海外での実践について、欧米事
例の調査を行い、そのプロセスと具体のデザ
インの特質を把握した。 
 
(4) 地域景観に関する理論的枠組み 
以上の実践ベースによる研究を支える地域
景観認識に関する理論的な議論として、日本
における景観保全モデルの国際的な位置付
けの確認、景観体験に影響をおよぼす情報メ
ディアを通した景観把握モデルの基礎的調
査、社会環境の変化のなかにある日常生活景
の認識構造、巨大構造物の景観認識特性等、
知見の蓄積を行なった。それらを通して、環
境の視覚像に対する個人の認識のモデル化
である既存の景観把握モデルの適用の限界
が改めて明らかになるとともに、視覚像に対
する印象評価を超えて、環境（空間）と主体
（社会）との包括的把握モデルの提示とその
重要性を明らかとした。また災害によってふ
るさとの景観が喪失したことの意味を、景観
に対する権利、人権という観点から位置付け、
付加価値や地域経済資源という意義以上の

根本的な風景、景観の位置付けについての議
論の重要性を提示した。 
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